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ヤルンカン頂上に立つ八木原圀明登華リーダーと

測量用ポール（背景はカンチェンジュンガ主峰）



一
」 あいさつ

日本ヒマラヤ協会は、発足以来15年になりましたカミ現在では会員数も1000名をこ

え、全国にまたがる大きな組織として成長しておりますことは日頃みなさまからいただきま

すご鞭達のたまものと改めて感謝申し上げます。

本協会I丸その名称か示しますように、 ヒマラヤ諸国と日本との交流、および親善を目的

として登山、踏査、各種のフィールド・ ワークを通して活動を続け今日に至っています力、

このカンチエンジユンガ学術遠征もそのような活動の一つとして実施されたものであります。

登山I丸目的とした縦走こそ果すことができませんでした力丸世界第三位の高峰カンチェ

ンジユンガ(8,598"z)に6名寵ヤルンカン(8,50577z)に5名が登頂することができまし

た。又、中国隊のエベレストに次いで世界でも画期的な試みであった両峰の頂上に測量用ポ

ールを設置することに成功し、ベースキャンプ°下に待機していた学術班によって確認されま

した。

今回の登山を通じまして得た貴重な体験をもとに益々ヒマラヤ並びに高所登山の分野で課

せられた使命を果すべく精進を重ねる所存でありますので今後共、本会に対するご支援ご協

力を賜わりますようお願い申し上げます｡

末尾ながら遠征隊派遣にあたってひとかたならぬお世話をいただきました各位に改めてお

礼申し上げ、ご挨拶といたします。

日本ヒマラヤ協会
会長柴田金之助

1981年日本カンチェンジュンガ学術遠征に際しまして峰各位から多大など支援をいた

だきましてありがとうございました。

この報告書でもふれておりますように、 この度の遠征の目標は、カンチェンジュンガ山群

を舞台とした8,50077zラインの縦走でありました。

縦走登山は古くから試みられてきたものの、その成功は、 日本隊による二つの例があるに

過ぎません。この遠征は、さらに高度を増したラインで行うことが目的でありました。

計画は、ネパール政府の登山政策、国内の経済情勢、 メンバーの結集等で何度も練り直

されましたが最終的には、ヤルンカンとカンチェンジュンガ主峰の縦走を行うことが決定し

たのは出発の3ケ月前でありました。

順調に行われた登山ではありましたカミ上部に進むに従って深い雪に悩まされ、又、少な

い酸素ボンベを有効に使用するために、極力この使用を避けたために隊員にもかなりの負担

をかける結果となりました。

最終キャンプからのアタック懐好天に恵まれ予定の11キ間に頂上へ達するものと確信し

ておりました力、意外に深い雪に悩まされ遅々としてはかどらず予定時間の倍を費して

頂上に達したのであります。この結果両峰共に二名づつが頂上に達する前に所持する酸素ボ

ンベが空になりながらも縦走に必要な酸素ボンベを頂上まで荷上けしたのであります。

頂上まで縦走態勢を保持したものの、残念ながら縦走は断念せざるを得ませんでした。

遠征に関する経過、登山報告などは本文中に述べてあります。誇れるものは何もありませ

んが他山の石としていただければ望外の喜びであります。

最後に本遠征隊にお世話いただきました内外の各位に改めて感謝申し上げますb

日本カンチェンジュンガ学術遠征隊
隊長 山森欣一
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縦走の発想とメンバー結集

未踏の最高峰であったカンチェンジュンガ南峰か

ら主峰への縦走計画が生まれたのでした。
1 縦走の発想

「エクスペデイション」の研究を掲げて1971

年I IAJ内にグループを結成したメンバー達l鶏本

物の研究は実践をともないながら、具体的な課題

を追求して行くことによって完成するという考え

で行動を起しました。 ヒマラヤを目ざしたメンバ

ーの目標は「絶対的な高度」と「人文的な位置」

でした。又「エクスベデイション」の対象が「登

山」だけではなく多様な分野にわたることを考え

る時、 これは自然の流れといえました。

発想の段階においてI玉必ずしも創造的ではあ

りませんでした承1974年のラムジュン．ヒマ

ール（6，983加）1975年ヌン（7，135加） リン・

ハハール（6，992m）の三隊の遠征を構築し、実

践しました。過去を総括して課題を見出し、それ

を修正する方向での理論を導き出すこと鶴との

グループにとっての「解決策jではありません。

課題解決の方法論は「実践」によって実証され

るか、或いは「実践」を企画し準備するというア

クションの中で実証されねば真の意味をもって来

ないと考えていたのですb

三つの遠征を進める中で、グループとしては今

後、多様なエクスペディションをフィ ルト．に展

開し得るためには、一度は絶対的な高度と総力戦

を経験することが必要であると考えました。した

がってそのエクスペディションそのもの峰（今

回の縦走登山）とのグルプにとって最終目標の

到達点ではなく、むして踏み越えなければならな

い一過程であるとされたのですbこうして、当時

2 メンバー結集

計画の骨子は、未踏の東南稜をインド側から登

り主峰に至るものでした。この東南稜の上部には

「ゼム・ギャップ」 と呼ばれるコルがあり①無名

峰（7，780m）②南峰（8，491m）③中央峰（8,496

加)を越えて主峰に至るまでは実にその距離15伽

に及び少なくともその内の4伽は8,000加を超え、

南峰から主峰の2伽は8,500加ラインを超えると

いう想像を絶する困難を予想させました。

このようにカンチェンジュンガ縦走の巨大さは

払拭できない現実としてあり、それが叉、 メンバ

ーを魅了して止まなかったのではあります力、残

念ながら我々の人的な資源では、 このプロジェク

トを推進するには力不足でありました。そこで、

「一つの完結した登山の中で高々度体験させ、本

プロジェクトの推進中核メンバを育成する」た

めに1978年カラコルム・バツーラⅡ峰（7,730加）

〔当時カラコルム未踏の最高峰〕に10名を送り、

その南面から初登頂に成功しました。

しかしながら我々の予測は外れバツ ラ登山に

参加したメンバーのほとんどがこの登山のみで燃

えつきてしまいました。それ以後は我々のグルー

プ°か独自にメンバーを育成する期間も残されてい

ませんでしたので①HAJヒマラヤ登山学校の参

加者②身近かにいてヒマラヤで活躍している者等

の中から数人の参加を得て、計画の中核が固った

のIL1979年春のことでした。
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計画のあらまし

が却下されました。その後もインド岳界の要人を

通じて許可の打診を続けました。

このような情勢の下で1977年8月ネパール政

府から突如としてカンチェンジュンガを登山許可

対象の山としてオーフ．ンすることを発表されまし

た。直ちに情勢の変化への対応策が協議さ沁慎

重な検討の末にネパール側から登山許可申請を提

出することに決定しました。イント．側からの申請

は取り止めとなりました。

1 申請の経緯

当孤縦走計画はインド側から検討されました。

このため、事情によってはインド側とのジョイ

ント登山を考える必要がありました。ダージリン

にあるHMIはカンチェンジュンガ計画遂行上の

有力な手がかりであり、何人かのメンバーが数回

に亘り同校を訪問し校長や主要メンバーと懇談し

ました。こうして1977年3月にはIMF(イン

ド登山財団）あてに登山許可申請を提出しました

2 縦走方法とライン

Ⅳ（往復邸）
三

A一一一--B
－ー I

ｊ

Ｂ
１
〃

、
／
／
亥

〕
Ｂ
軸
一
／
／
〃
〃
匪

甜
Ⅱ
』
一

Ⅸ
Ａ
‐
．
、
ミ
、
！
〃
ぬ

匙

Ⅱ （収容剛）
二

A-一一一一B
、
、

、､R ｝
、},,‐ガ
ノ

ノ

パヘB.C

Ⅲ （交差型）
一

A一＝声一B
L

、

《､、 〃、

〆

、 〆
L

､／

｜′
バユlB.C

〃
／

／

ノ

ノ

_IB.C

で必要人員が増え、それだけ危険に曝らされる確

率が増えますb計画が具体化すると、 より現実的

な方向でなければ理論的に不可能になって来ます。

我々はⅡの方法を採用することにしました。つま

り縦走隊は南峰を出発して主峰を越える。一方の

収容隊は主峰直下で待機する。ネパール側のカン

チェンジュンガ西面壗このような方法を採用す

るのに都合の良い地形でした。

いよいよ南峰から主峰への具体的な作戦を練る

時期になりました。方法論は大別して二つありま

した。上図Ⅳのように一つの登路を作って往復す

る。同じくⅡのように二つの登路を作って一方を

登路として残る一方に収容隊を派遣して縦走者を

収容する。

Ⅳの方法が困難です。しかし、Ⅱの方法I丸一

隊で二つの8,500加峰登山をすることになりますの
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戦略と縦走ラインの変更

済み）又、計画を練り直し、収容隊ルートを中央

峰と主峰のコルに修正し実現可能性の高いう.ラン

としました。 1980年春には七名の強力漆偵察隊を

派遣L実践面で多くの収穫を得ることができ、ま

すます8,500加三山縦走に自信を持ったのでした。

1 戦略

さて計画の骨子1兆南峰から主峰までの8,500加

ライン（直線距離約2.5伽）を収容型の登山を用

いて縦走することに決まりました力、具体的にい

かなる登山を展開するのかを検討した結果次の問

題点が浮び上がってきました。

(1) 南峰の登路が未知で登掌は8,000mを越えた所

でより困難が予想される。

(2) 縦走ラインはもとより8,000加台の荷上につい

ても無酸素（酸素ボンベを携行しないという意

味で使います）では不可能である。

(3) 縦走ラインを一日で終了するのは不可能

(4) 1978年春目ざす南峰中央峰が未解禁峰

となった。

これらについては以下のような戦略をもって臨

みました。

(1) 強力な偵察隊を派遣して問題点となる8,200

m付近まで試登する。

(2) 約200本近い酸素ボンベを使用する。

(3) 純粋ではないが中央峰と主峰のコルにサポー

ト隊を配置し宿泊キャンプを作る。

(4) 強力な渉外活動を展開し1981年までにオー

フ･ンさせる。尚、万が一という場合であっても

8,500mラインを縦走するという願望に変わり

はないので解禁峰であるヤルンカン(8,505

m）の許可を取得する。

2 縦走ラインの変更

ところ力、ネパール登山規則による登山申請の

タイムリミットが迫った1980年秋になっても現実

に南嶢中央峰はオープンされませんでした。一

方、計画を具体化する中で物資調達コストも徐友

に上昇し予算も膨れ上がってきました。 しかし、

逆に厳しい経済情勢の中で外部から調達する計画

の資金は不可能な状態になってきたのですo

偵察隊が帰国してから準備活動は全て三山を縦

走する計画で進んでおりましたが、 このような情

勢の下で改めて計画全体の見直しをした結果、 よ

り少ない予算と酸素ボンベ（酸素ボンベの予算に

占める比重は高い）で縦走可能なラインとして、

ヤルン．カン（カンチエンジユンガ西峰8,505m）

と主峰が現実的な対象として浮び上がってきまし

た。カンチェンジュンガ三山を8,500加の高みで縦

走するという困難な目的達成のために5年間の準

備活動を進めてきた中核のメンバーにとって、そ

れは耐えようのない失望でした。 しかし、計画を

実施する目前であるとの時期に政治（未解禁）と

経済（外部資金調達不可能）の二つの厚い壁に立

ちふさがれている以上二者択一の道しか残されて

おりませんでした。それI糸「縦走の放棄」か「

ヤルン．カン～主峰の縦走」でした。

こうして、ラインを変更して縦走登山を実施す

ることが決まったのは1980年10月下旬でした。

こうした戦略に基づいて1978年1 1月に渉外

要員をカトマンズに張り付け両ピークのオープン

について強い働きかけを始めると共に1979年1月

にはヤルンカンの許可を取得（主峰は既に取得
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隊の 構成
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Akinori Hosaka さ山岳会
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行動 概要

到達できず、ルート上に荷物をデポ

アタツク隊ABCで降雪のため停滞

上部偵察の結果、デポ品はアイスビ

ルディングの崩壊によると思われる

雪崩のため全て流失したことが半'｣明

双方ともファイナル・キャンプ

(C5 )建設

主峰ヤルン．カン側とも、それぞ

れの頂上まで縦走態勢を作り上げた

ものの時間切れで縦走は中止となっ

た。双方の頂上に狽壜用ポールを建てる。

主峰側C5 を出発

ヤルン。カン側05を出発

主峰頂上に山田、藤倉鈴木（茂）、

保坂、片岡、ニマ・テンバの計6名

が順次登頂

ヤルン．カン頂上に尾堪八嶋角

田、八木原、飛田の計5名が順次登

頂

縦走中止決定・下山開始

主峰側C4へ到着

ヤルン°カン側C5へ到着

主峰側全員ABC到着

八木原八鳩飛田、 C4到着

八木原、尾形、八鴫飛田、グレーー

トシェルフの平担部へ到着

八木原、尾堆飛田ABC到着

全員BCに集結

八木原、飛田の凍傷が悪化のためへ

リコフ°ターの出動を要請

ベース。キャンプ撤収。下山

ヘリコプター出動には日数がかかる

とと力判明し、人力で降ろすことに

決定

最奥の部落ヤンポディン着

イラム着

カトマンズ着

八木原、飛田、山田、鈴木Ail国

2月10日第一次先発（菊地）成田発

13日隊荷船積(17.6t)バンリ号

20日第二次先発（山田）成田発

1月 7日酸素ボンベ、カトマンズ着

13日隊荷カルカッタ陸揚げ

14日鋪三次先発（片岡）成田発

2月 1日先発本隊（4名）成田発

5日隊荷ビラトナガールに集結

11日第一次本隊（5名）成田発

14日本隊（8名）成田発

16日先発隊（7名）イラムよりキャラ

バン開始（ポーター204名）

18日後発隊（加藤亮）成田発

26日本隊（ 1 5名）ダ ラン・バザー

ルよりキャラバン開始

28日先発隊ラムゼー（4，350汎）着

3月1 5日本隊ラムゼー着

16日先発隊ベース・キャンプ｡(5,500m清

22H O｣ (6,15077Z)建設

29日 02 (6,45077z)建設

3 1 「1 本隊ベース・キャンプ.着

先発隊ABC(C37,300771)着

4月3日～8日先発隊ラムゼーにて休養

14日 ABC建設

20日ヤルン．カン側04 (7,85077z)建設

21日 〃 05予定地(8,25077z)

までフィックス完了

23日主峰側C4 (7,85077z)建設

24日 〃 C5予定地(8,300"z)まで至|畦

26日 〃 〃 までフィックス完了

29日主峰側、ヤルン・カン側共にC5

への荷上げ完了

27日～5月1日 6名ラムゼーにて休養

29日～5月1日 8名BC下(5,00077z)Eて休

5月 3日 アタック隊BC出発

i月1日 8名BC下(5,00077z)こて休

1

5月 6日

8日

9日

00

15

51

４
５
１１

12:30

０
０
３
１

●
旬
●
①

３
７

１
１

19 ： 00

20：23

22：35

00： 11

1 1日

14日

15日

18日

養

アタック隊BC出発

ABC上部にて小雪崩発生し、シ

ェルパ1名負傷する

双方の(〕4へ最後の荷上げ行うも

19日

26日

28日

6月 2日1日
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縦走を目ざして

2月16日先発隊は204名のポーターと共にイ

ラムを出発した。この街道は日程的には短縮でき

るのであるハポーーーター集めには苫労させられる。

何度かのストライキを味わいながらも9日後の2

月24日に峰最奥の部落ヤンポデインに到着し

た。心配していたラスタム峠北面の雪は少なく、

通常のポーターが入る最後のカノレカ、 ラムゼーに

は順調な日程で2月28日到達した。

昨年の偵察時は4月1日であった力、今年はそ

れより1ケ月早い時期であるのに雪は少なく、ヤ

ルン氷河も嘘のように積雪は少なかった。こうし

て予定通り、ヤルン氷河上の4,750m(グレツシャ

ーキャンプ｡GL､c)と5,15077z(ターニングポイ

ントキャンプ。TP．c)に二つのキャンプを設け

た後ベースキャンプ（バツへの墓のある丘約5,500

"z)を建設したのは3月1 6日であった。

BCからABC予定地のグレートシェルフまで

は標高差1,800加、二段に分かれた氷河が続いて

いるが下部は悪すぎてルートにならないため、ハ

ンプ稜の側壁を登り一担氷河に降り上部氷河に取

り付いてグレートンェルフに達する。ハンプ稜側

壁にCI (6,15077z)を建設したのが3月22日、

上部氷河の中間にC2 (6,45077z)を建設したのは

3月29日、そして、 3月31日には5名がAB

O予定地に達してその目的を完全に遂行したので

あった。

1 先発隊の行動

1980年春（プレ・モンスーン期）に派遣した

偵察隊の情報によって、カンチェンジュンガ西面

に発達したヤルン氷河の通過いかんによっては登

山が大きく左右されることが判明したため、登山

隊は先発隊と本隊に分かれて活動することになっ

た。

先発隊の役割は、雪のラスタム峠をスムーズに

通過して、カトマンズから同行するポーターを軸

とした特逮ポーターによるヤルン氷河上の隊荷輸

送の円滑化と氷河上のルート確保並びに隊員、

シェルパによるABC(グレートシェルフ上の基

地7,300m)へのルートエ作の終了、そして、カル

カッタからビラトナガルへの隊荷輸送等々、 こ

の壷山の成否を握る仕事の処理であった。 このた

め勢おい仕事のこなせるメンバーが配置された。

菊地薫副隊長以下､．山田異藤倉和美、若尾巻広

渡辺礎片岡邦夫、鈴木茂の7名の隊員である。

1980年12月11日第一次先発としてネパール

入りした菊地を皮切りとして1981年2月2日に峰

残り4名がネパール入ったo 2月5日には、イン

ト．との国境の街であるビラトナガールで無事隊荷

の通関を終了した。東京から船便で送った17．6t

の隊荷は一個も紛失することなく受取ることがで

きた。かって1糸船便で送った隊荷の輸送のため

に隊j=1が酷暑のカルカッタで悪戦苦斗した物語が

残っている力､今回はカルカッタ～ビラトナガー

ルの'輸送、通関を全てネパールの会社へ-一任し、

隊只はタッチしなかった。

－8
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2 本隊の行動

ビラトナガールに集結された隊荷I式先発隊が

出発した後も、 450個(30k3梱包）力残され

ていた。先発隊からの情報により、イラムからキ

ャラバンをスタートさせることは得策でないこと

が判明したので日数的には5日間長くなるカミポ

ーター事情の良いダーランバザールからキャラバ

ンを始めたのは2月26日であった。 450人の

ポーターともなると雇用手続と荷渡しで5時間以

上もかかってしまう。これI虫時折行う賃金の支

払の時も同じであった。

幾度かあったお決まりのポーター騒動も何とか

処理して、停滞なしのノンスト ップで最奥の部落

ヤンポデインに着いたのI丸3月1 1日。ここ

でも果して450人のポーターが集まるかどうか

（ヤンポデイン標高1,650刀ヒラムゼー標高4,300

77z)という我々の懸念が嘘のように逆に50名以

上のポーターが余りナイケが困まるというハブ．ニ

ングつきですんなりと出発し、 ラスタム峠の北斜

面の雪に少々足をとられながらも予定通り隊荷の

集結地ラムゼー（4，3507"）に着いたのは3月15

日であった。

ラムゼーからベースキャンプに至る問に横たわ

る「ヤルン氷河」の隊荷の輸送には、 カトマンズ

ポーター66名、グンサボーター－30名計96名

力も先発隊によって手配されていた。この96名

のポーターによって3日行程を400個の荷物を上

げなければならない。隊員の高度順応期間に合わ

せて、隊荷がBCへ集結するようにローテイシヨ

ンを組みながら徐々にキャンプ．移動を行って行く。

氷河内は昨年に比較して少ない積雪であったが、

輸送に従事する期間が長くなるに従って、ボ

ﾀｰの不満もつのってくる｡ もともとハキャラ

バン中から喉を痛める者が多くセキの合唱の様な

状態の上、標高も5,000m近くなってくるのでも回

復するのは非常にむづかしかった。これI入隊員、

シェルパ、ポーターに共通した現象でもあった。

キャンプ．が進むにつれてポーターを解雇して行

く｡ 1,000RS以上の賃金をもらって雪の中を降り

▲ツエラムで草をはむヤク

て行くボｰｰﾀｰｰを見ていると、束の間の触れ合

いだったにすぎないものの、やはり別れの淋しさ

が漂よう。

こうして、本隊がベースキャンプ入りを果し、

先発隊と合流したのは3月31日であった｡本隊

がキャラバンを開始してから34日目のことであ

った。純粋なキャラバンが1 8日（ダーラン・バ

ザールーラムゼー）高所順応と隊荷集結期間16

日（ラムゼー～B、c)である。ヤノレン氷河入り

した過去の隊からみてまずは順調に到着したと思

う。－し(鶏昨年の偵察の成果でもあっただろう。

隊の編成は、隊員22名（登筆要員18名本部

要員4名〔隊長、副隊長、通ｲ司医療〕 ）連絡将

校1名、シエルパ22名（サーダー2名、 ⅢAP

14名、 BC要員6名）キツチン用ポーター2名

計47名がBCに入り、ダウラ用ポーターとして

TP．Oに13名ラムゼーに13名の計26名を配

置し、 このメンバーで登山終了まで活動すること

になった。

－9－
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3登筆活動 7(C5 )への荷上げに当ったo当初、 C5への

荷上げは各人2回を予定していた於現場での作

戦会議で1回に変更した｡この時シェルパによる、C5

への荷上げも組み込まれた。不調でローティシヨ

ンに間に合わなかった谷岡、二階、鈴木（治）と

ABC上で目の異常が再発した福山の4名I鶏残

念ながら上部での活動は望めなくなっていた。

4月26日に1兆主峰側C5へのルート整備を

保握渡辺、鈴木（茂）チームで終了した。渡辺

は無酸素で荷上を行った。ヤルン・カン側C5 "､

は、飛田、佐久間、小松チームが三名共無酸素で

荷上に向かった力、多量の積雪でフィックス堀り

起し作業に手間どり8,000加上で荷物をデポして

下山せざるを得なかった。この荷物は翌27日八

木原、若尾チームによってC5へ荷上された。そ

して最後に29日シエルパ6名によってそれぞれ

の05へ酸素ボンベが荷上げされて、少なくとも

トラバーサー4名、サポーター6名による交差縦

走態勢力確立されたのであった。

5月3日、最後のC4荷上げに向かった福山チ

ーム(鶏キャンプ°上で発生した小雪崩によってト

ップ・にいたシェルパー名が負傷し荷上げは翌日に

延ばされた。 しかし残念ながら翌日C4へ向かっ

たもののたどり着くことができずに途中にデポす

る結果となった。

登山第三期は、アタックである。ファイナルキ

ャンプ°への荷上げを終えた隊員はそれぞれラムゼ

ーやTP．Cへ降りて休養していた力、 5月1日B

cに集結した。ここでアタツカー10名（ トラバ

ーサー4名と頂上までのサポーター6名）とC4

へのサポーター4名に編成替えされた。主峰側ト

ラバーサーは山田、藤倉サポーターは保坂、片

岡、鈴木（茂）、ヤルン。カン側トラバーサーは

今回のトラバースリーダーである尾形と八|嶋、サ

ポーターは八木原、飛田、角田である。渡辺と小

松は主峰側C4サポート、若尾と佐久胴はヤルン

・カン側C4サポートと決定した。

5月6日、ABCは深い新雪に覆われ、アタツ

カー達は本日のC4への移動をためらったo BC

の隊長、 C2の副隊長は本日の移動を希望し特に

シェルパによる「安全登山祈願祭」を行った後、

本格的な登山に入ったのは4月3日であった。 こ

の日から先発隊7名は、 ラムゼーで一週間の休養

に入った。本隊はABCへのルート確保のために

高所経験豊かな尾堪八嶋角田の3名を先行さ

せ、残りは定められたローティションに従って第

一期(ABCまでの順応と荷上げ）の活動に入っ

た。尾形パーティーは一週間でABCに到達した

カミABC入りを見合わせ一度BCで休養に入っ

た。この'淵、 ラムゼーで休養していた先発隊もB

Cへ戻り、本隊とのチーム再編成を行った。この

結果ABC先のルートエ作のため、山田、藤倉、

片岡の三名を先行させることになり4月11HB

cを出発して行った。

4月18日に↓丸第一期が終了しABCまでの

順応を終了したカミとの問ローティション通り動

けなかったの煙八木原、福山、谷岡、二陰鈴

木（治）5名であった。八木原I夫ラムゼーで重

度の障害に陥ち入った鈴木（治）の付き添いとし

てトロンタン（2,9007"）まで降りていたため日程が

遅れ皆が二週間かけたBC入りを五日間で行った

ことが影響していたのだろうと思う。福山は目に

異常が出た。谷岡はBC入りまでに順応し切れず

一担GLCまで降りた。三階はBC入り後不調と

なった。

山田、藤念片岡チームと尾形、八嶋角田チ

ームによるカンチェンジュンガ主I聡ヤルン・カ

ンへのファイナルキャンプまでのルートエ作は種

4月24日に終了した。共に8,000mを超えた高所

で日本の冬山のような時には腰まで没するラッセ

ルに悩まされた。主峰側唾ト ップを勤めた片岡

が酸素を用いたものの、山田、藤倉は無酸素で

8,300mまでの荷上げを行った。ヤルン・カン側

はルートを急峻なクーロワール（頂上からシクル

まで一気に高差700加切れ落ちている）内にとっ

ているため胸まで没する雪との戦いであった。

この間4月21日から登山は第二期に入り、残

るメンバーがABCに陣取り各ファイナルキヤン

10
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隊長からはトランシーバーを通して「本日の移動

が不可能であれば縦走の可能性は少なくなる」と

の強烈な徴がとばされたがアタツカーは積極的

にならなかった。こうして隊長から本日ABC停

滞の決定がおりた。晴れ間を縫って上部を偵察し

たメンバーによりシクル（鎌）内の通称「おにぎ

り状」と呼んでいたアイスビルディングの崩壊に

よって、シクル下部全域にデブリカ確認さ松先

日のデポ品は流失した模様とのことであった。

5月7日、縦走を目ざすからにはどんな悪天で

あっても本日は動かなければならなかった。幸運

にも好天であった。シェルパのサポートを受けて

この日双方共C4へ移動し各キャンプ・サイトを増

没した。既設のテントは崩壊寸前であり留守にし

ていた間の積雪のものすごさを想像させた。ヤル

ン°カン側は最悪であった。荷上途中にデポした

物資の中に酸素ボンベ2本が含まれていた。そし

て04 にデポしたボンベの内1本についても空に

なっているとのことであったo 5人の今晩の睡眠

用として2zK明日の行動用として5本計7本が

必要であったが4本のみが手元に残っていた。

5月8日、本日も好天であった。熟睡した主峰

側は13時過ぎにはC5へ到着4～5人用テント

ニ張の雪を切り出し設営した。相撲をとったり、

歌声もトランシーバーを通じてBCに届いた。ヤ

ルン°カン側は遅かったo 14時過ぎに尾形が到

着したものの後続がなくテントサイトも氷が出た

りして整地に苦労した。行動用酸素の不足（5人

で3本）が大きく影響している。テントニ張を設

営して落ちついたのは19時を廻わっていた。

5月9日 アタック日、 BCで3時起床すると

満天の星塞カブ．ルーからヤルン・カンにかけて

細く長い天の川が出ていた。上部では昨日の行動

が尾をひいていた。主峰側は4時には出発した。

ヤルン・カン側は遅れて5時半出発。いつれにし

てもこの天候で(主縦走は完成できるだろうと思

われた。しかし、意外であった。行動は遅々とし

てはかどらず、時間はどんどん過ぎて行った。主

峰側は盛んにノレートについて指示を仰いでくる。

しかL-ヤルン・カン側は連絡がない。
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▼デブリを越えてヤルンカンC4へ向う
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▲主峰頂上に立つ隊員

左から山田、保坂、ニマ．テンバ、鈴木茂

嘘

辮
一
野
窪

４
０
．

この日のうちに学術班によって下から確認された。

主峰側は05テントを回収して順調に下山し、

ABCに1 9時には全員が帰還したoヤルン・カ

ン側は苦しかった。 C5 テントを回収してC4 "､

下降したのが20時23分･シクルを横断してA

BCに帰還した時は既に翌10日0時1 1分であ

った。

こうして長かった5年間の戦いは終った。下山

して登頂を祝福する言葉を手向けてくれる人均に

感謝しながらもその都度胸を刺されるような思い

から脱し切れないでいる。各頂上から縦走路を間

の当りに見た10名は更にその思いに悩まされて

いるのではなかろうか。

1 1時51公主lll条隊I丸山田、藤倉が同時に

頂上に立った。次いで鈴木（茂）、保坂、片岡、

ニマ．テンバと頂上に立った。この時点で主峰側

からの縦走は断念したo l2時30分ヤルン．カ

ン隊は八嶋角田調尾形が頂上に立った。遅れて

八木原、飛田も立つ｡縦走隊長である尾彪AB

Cにいる菊地副隊長に縦走についての意見を求め

る。又、サポート隊リーダーである八木原にサポ

ート隊の下山について確認する。縦走中止を決定

する。時に13時30分。それぞれの頂上に峰

トラバーサー用としての酸素が各2本づつあった。

酸素が切れながらも背中にある酸素には手をつけ

ずに頂上までサポートした隊員達の泣声がトラン

シバーを震わせる。状況を冷静に話したABC

の菊地副隊長の言葉も、ヤルン．カン頂上から縦

走隊長として隊員に謝罪する尾形の声も既に無念

さが惨み必死にそれに耐えているように思えた。

頂上で懐今回のもう一つの課題であったそれ

ぞれの頂上への測量用ポールの設置が行なわれた。

特に主峰峰コーナー台地上に陣取る学術班と頂

上をBCが中継して下から確認できる位置に設置

した｡ (頂上の左7m。ポーノレ頭と頂上が同じ高

さ）ヤルン。カンは真の頂上であったハとれも

5月15日 ベースキャンプを撤収したoとの

夜ヤルン谷は大雪に見舞われた。ラムゼーでヘリ

コプターを待っていた凍傷の2名とサポート隊も、

合流して19日にI丸最奥の部落ヤンポディンに

到着した。一日ゆっくり休養をとった。そして、

疲れた体にムチを打って緑の育もうせんを敷きつ

めたような山稜の街イラムに到着したのは26日

であった。
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4 おわりに

今回の遠征を通じて多くの方々にお世話になっ

た。特に多忙な中をカトマンズ～BC間を結ぶ無

線の仕事のためだけに貴重な時間を割いて特別参

加してくれた、加藤康二氏には、その無線の仕事

面以外にも多くの教訓を得た。お陰様でネパール

政府観光省との連絡もスムーズに行き、我々の少

い予算の中では大きなウェイトを占めた無線機の

購入も無駄ではなかったと安緒しているところで

ある。

医療面では急拠参加が実現しそうだった方が都

合で取り止めになり加藤亮子氏にこれも急拠参加

していただいた。残念ながら遠征や医療というこ

とに関して見解が大きく違い我左の期待した効果

は上がらなかった。遠征における医師の果す役割

は平常時と違う事を考え合わせれば非常に大きい

筈であり、じっくりとした話し合いの下に同行さ

れる形をとるべきだったと反省している。

（文責・山森欣一）
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カンチェンジ.可ンガ・ トラバース敗恨記

ヤルン・カン側縦走隊リーダー

尾 形 好 雄

昨日、ヤルン・カン側の方はC･ 5建設に手|川

取り、シュラフに潜ったのは10時半頃であった。

キャンプ・サイトのカッティングで酷使した上腕

の筋肉がほてり、アタック前夜と云うのにほとん

どまんじりともしないまま1時50分に起き出す。

なにもかも凍てつく冷凍庫の様なテントの中で

コンロに火をつけ、暖を取りながら白湯を飲む。

昨夜からお茶と行動食のみの食事である。

4時の交信で主峰側のサポート隊はすでに出発

したと云う。こちらのサポート隊はさらに1時間

程遅れて5時15分に出発する。我々トラバーサ

ーの方は、アタック装備を着装したまま1時間程

待機してからC｡ 5を後にする。 ところが出発し

てみて驚いたことには、サポート隊はまだ80加

程しか進んでおらず今日のアルバイトが懸念され

た。

酸素を毎分1‘にしてサポート隊の後について

ビスタリ、 ピスタリ登っていくも時間ばかりが気

に懸る。

W． C． 5からはクーロワール内を一条に走る

ラビーネンツークに登路を取る。 ラビーネンツー

ク内はアイゼンが気持良く利き楽な登高であった

がト ップ°のピッチは遅々として上がらなかったo

A｡BCからC・ 4， C5，そしてアタックとこ

の三日間、サポート隊の人達は連日、 ラッセルの

アルバイトを強いられておりその畜積した疲労が

動作を緩慢にしているのであろう。

辺りの岩稜に朝陽が当りだしてもクーロワール

内には陽が射し込まず、 ト ップのラッセルを待つ

間℃手足がかじかんでくる。

W・C・ 5を出発してから3時間後（午前9時）

漸く頂上直下の灰色岩壁帯の基部に到着する。 も

うすでに主峰側は頂上に立っているのではないか

と思うとトランシーバーのスイッチを入れるのが

恐しかった。

この基部からは左に走る雪面に入り、 10077程

登った地点から右に折れて頂上岩壁を登る。

もうこの辺りからト ップを交替しようと考える。

遅くとも10時には頂上にと思っていたものの、

頂上は未だ遠く時間だけがどんどん過ぎ去るのみ

であった。

八嶋にト ップ交替を告炊角田と替わる。岩に

へばりついた不安定な積雪届はト ップの足を引っ

ぱり登高は難渋する。

主峰の眺望を妨げていた右側の瑞稜が伽臓ll1来

る様になってからカンチ主峰の方へ目をやると主

峰隊も今が頂上に立つところであった。

ところ力、この頂上迄あとわずかと云う地点に

来て飛田の酸素ボンベが空になる。酸素が切れた

と云われ悟然とするも良く考えてみればすでに7

時開近くも経過しているのである。間も無く角田

の酸素も空になり、 この予想以上の登高時間にト

ラバースの敢行、サポート隊の下降と云うものに

危倶感を抱く。

角田の縦走隊用酸素ボンベを替って背負い飛田、

角田にはそのまま無酸素で登って貰うことにする。

酸素の切れた地点から2ピッチ、約100772程

ゲズク．ズに脆い岩場を登ると目の前にヤルン．カ

ンのスノーピークカ荘った｡ (12時30分）、

さらに20～30分過ぎてから八木原飛田も至|」

-18-



ぐ
ヤ
ル
ン
カ
ン
頂
上
の
尾
形
隊
員

電
引
‐
１
可
…
。

雫

蕊；
や呵哩

一． 懲

静

津4 ,

鱗

篭~､鐸 ‘ 篭簡､電弥矛 ．.，

篭愚 息蕊§

続いて飛田、八嶋、八木原の順で下り、澱の八木

原が下降に入った時は18時をとうに過ぎていた。

Co 5からはフィ ックス・ ロープに導びかれな

がら1ピッチ毎慎重に下る。 12ピッチほど下っ

た所でノレートのど真中に雪崩の跡があり昨日でな

かった事に感謝する。

すでに撤収されたC・ 4に辿り着いた頃にはす

っかり陽も暮れ小雪もバラつき始めた。 Co 4に

はサポ トの佐久間と角田が待っていてくれたが、

C･ 3迄のホワイ・アウトが懸念された為に2人

にはトレール確保に先行して貰う。

すっかり撤収されてしまったC･ 4で一人、後

続を待つもなかなか現われず、 じっとしていると

厳しい寒気が手足の先からしのびよってくる｡

20時近くになって漸く3名が到着、かなり疲労

床|他の状態であったが、休憩もほどほどにC

・ 3に向けて腰を上げて貰う。

クーロワールを降り切った安堵感とこれ迄の畜

積疲労のせいか、 C･ 4からはさらにペースが落

ち闇夜のグレ ト 。シェルフの中を長い長い下降

を強いられる。

5月9日と云う トラバース敗退の無念の日が翌

日に変わろうとする23時40分、我々は漸くC

・ 3に帰還した。

着し、ヤルン・カン側の隊員5名はそれぞれ頂に

足跡を印す。

B･ Cの隊長と長い交信のやりとりの後、 咽ト

ラバースは中止,$ との指示を受け、長い間夢みて

きたカンチのトラバースは終った。己れの力を充

分に発揮する前に閉幕となってしまった無念さに

とどめもなく流れ落ちる涙はどうしようもなく、

只々残念でならなかった。頂上からの主稜線を挾

んで対塒する主峰には主峰隊のメンバーが立って

おり、 またしても三年前のヒマルチュリの時と同

じ思いをさせられた。

何んの感激も無いまま頂上での儀式を終え下降

に入る。下りはじめる頃には午前中の天候も崩れ、

ブリザート．に見舞われる。白い悪魔の狂宴はゴー

グルを曇らせ視界を妨げる。雪盲を恐れながらも

ゴーグルを外して下降する。

頂上直下から2ピッチ（100加）フィ ックス。

ロープ・を施として安全を期する。 フィックス・ ロ

ーブが無くなったところからは一一歩一歩慎重にク

ーロワールを下る。一直線に滑り台の様になぎ落

ちたクーロワールは、それこそ全神経を集中させ

ての下降であった。

16時20分W．C． 5へ帰着、早速、撤収

にかかる。哲らく遅れてから角田そして飛田、さ

らに遅れて八嶋、八木原が戻り、全員無事にクー

ロワールを降りきる事が出来た。

角田に一足先に下って貰い、 自分はテントを撤

収してから膨れ上がったザックを背に下降に入る。
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カンチェンジュンガ主峰登頂

カンチェンジュンガ縦走隊リーダー

山田昇

この報告は本来であれば、縦走成功の報告とし

て書きたかった訳であるが、 「8500mフインの縦

走」と言う課題を残しての報告ということになっ

てしまいました。

当初の計画で行けば、最終キャンプ(C5)から

3～4時間で登頂、そして縦走というつもりであ

ったが、登頂だけにとどまってしまったことは、

我々としてもまことに残念でなり玄せん。

5月9日、我々主峰側縦走隊2名とサポート隊

リーダーの保坂は明るくなるのを待って最終キャ

ンプを出発した。サボーー トの若手2名、片岡、鈴

木茂そしてシェルパのニマ．テンパの3名が先行

してラッセルをして行ったが、思わぬ雪に膝上、

ところによっては腰近くまでのラッセルに阻まれ、

大巾な時間の遅れとなり、縦走隊か、先行の3名

に迫ついた時にも、 まだそれほどルートは進んで

はいなかった。

ふり返った我々の背には、 ヤルン・カンへ続く

稜線が長々とのび、その険しさにふと不安を感じ

たのも確かである。けれどヤルン・カン側からの

縦走がすでに始められているのではないかと気に

したから主峰の頂へと急いだ。

過去の隊、昨年の国際隊や、初登頂のイギリス

隊などの記録を見ると、8300瓶の我々の最終キャ

ンプ.地点より頂上までは、 3～4時間で登頂して

おり、その時間で、頂上へ立てれば、稜線が多少

困難ではあっても、縦走は十分可能であろうと考

えていた。

しかし3時間はまたたく間に過ぎ、その時間に

はまだ主峰の頂上へ向う稜線上の、 ウエスト 。．

ルまでへも大分距離を残していたのである。そし

て時間がかかり過ぎていると嵩･うことが、縦走

隊の我々には強いプレッシャーとしてのしかかっ

て来た。

ラッセル者2名は、深い雪のために酸素の消費

（毎分3必） も激しくすでに残り少なくなってい

た。そのためにこのまま行ったなら、縦走はおろ

か、登頂までも危うい状態になるのではと危'倶さ

れ、縦走隊員も一緒にラッセルは交替で行うこと

にした。

ウエスト ・コルに達した時には、 2名のサポー

ト隊員の酸素はすでに無くなっていた。サポート

隊は縦走用の酸素を2本背負っていたか、 「縦走

を成功させるため」と言い、それらに手をつける

ことはしなかった。

ウエスト ・コルからはそれ程の距離も無く、昨

年の山学同志会の記録などを見ても稜線の雪質な

どを常識的に考えれば、時間はかからないだろう

と思っていた。 しかしここからもやはり膝上､、 と

ころによっては腰までのラッセルを強いられるこ

とになった。そのため予定より倍近く時間がかか

り気持の上では、半分くらい縦走は無理ではない

か？と思い始めていた。

稜線には、 ヤルン・カンからの縦走隊がすでに

行動を始めているのではないかと、何度も何度も

ふり返り確認をした。そんな気持で見ると、露岩

が人陰に見えだし「負けられぬ.／」とはかり懸命

にラッセルをし、頂上へぬけるルートをあえぎ、

進んだ。

ルートは、頂上下の岩の直下をトラバースして
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ヤルン氷河側に派生する、小尾根に登りそれをた

どると頂上に着いた。すぐ．にベースキャンプ．の隊

長と交信をするが、時間か11時51分と言うこと、

そしてルートが長大で相当な困難が予想されると

と等を考え、主峰よりの縦走は断念、 と言うこと

になった。残念左ことではあったが、我々の力が

足りなかったこと、このルートの難しさを読みきれ

なかった甘さなどか原因であろう。

この日は風もあまり無く、天気も良かったので、

頂上よりの展望は最高のものであった。遠くチベ

ッ トの山々、 シッキム、 エベレストやマカルーそ

してヤルン・カンはもちろんカンチェンジュンガ

南峰、中央峰、ジャヌーなど見渡すことが出来、

頂上よりのパノラマ写真も状態良〈撮ることが出

来た。そしてもう一つの仕事である測量用ポール

を頂上直下に設置しそれの確認もベースキャンプ

の下に待機していた学術隊によりされた。色々の

仕事を行い、 2時間あまり頂上にとどまりF山し、

この日のうちにAoBoC。 (C3)まで下り、 ここに

とどまり頑張っていた、菊地副隊長にむかえられ

た。

色々と支援していただいた皆様にこのような結

果を報告申し上げるのは、心苦しい限りですが、

今は全員大きな事故も無く、無事帰国出来たこと

を、 うれしく感じております。
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協力者名簿
－や

f 一

京都養生湯本舗

㈱玉露園

(お）

大倉商事㈱

大塚製薬㈱

㈱大場計器製作所

㈱大平工業所

'｣､川テント㈱

岡村武

桶川和気夫

(あ）

アイデアル㈱

㈱アイ・デイー・エス

㈱アルフ．ス・クリエイッ

㈱アルプス・ヤマゴー

朝日新聞社

味の素㈱

味の素ゼネラルフーズ㈱

安藤昌宜

(〈）

国井治

群馬県こんにゃく原料商工業組合

群馬県ヒマラヤ登山隊1978年

(こ）

㈱:コクゴ

光陽製菓㈱

越谷英雄

寿食品工業㈱

小西政継

'l､西六写真工業㈱

'1､林英見

紺野富男

(か）

㈲カネナカ食品

㈱カモシカスポーツ

カモシカ同人

カンペ家庭塗料㈱

カンロ㈱

外務省

花王石けん㈱

加賀屋

梶本機械工業㈱

㈱加藤美蜂園本舗

神奈川ブリジストンフ神奈川ブリジストンガ

(い）

イエテイ同人

㈱ICI石井スポーツ

石井孝寿

㈱池利商店

伊東正義

㈱伊藤園

伊藤孝司

(さ）

㈱サッポロビール

㈱サーモ

斉藤哲也

斉蕊肉店

㈱酒井甚四郎商店

坂田技術研究所

三信製織㈱

三省堂

三宝商事㈱

山陽スコット㈱

三洋電機淵東京支社

三楽オーシャン㈱

三立製菓㈱

(う）

植竹清孝

内田食品㈱

内田嘉弘

ス㈱

川重防災㈱

関西ペイント㈱

㈱神田食品研究所

関東製菓㈱(え）

エアー・インデイァ

㈱エイト音楽企画

エスビー食品㈱

エバラ食品工業㈱

エビオス薬品工業㈱

エビス氷糖㈱

㈱エムパイヤフーズ

梯栄太楼総本舗

遠燕登

(き）

キッコー食品工業㈱

キッコーマン㈱

㈱キャラバン

北川勇人

北瓜商店

㈱木村コーヒー店

崎暘軒㈱
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㈱東北伊藤ハム

東北缶詰㈱

㈱東北ハム

東北銘醸掬

東レ㈱

東和化工㈱

利見商事

㈱戸田屋

豊国食品工業㈱

(し）

㈱･ンナノ

㈱シモグチ

シャーブ㈱

S・R・シャルマ

㈱志水

昭和電線電續㈱

設楽芳夫

㈱白子

進栄鋼鉄

信州大学医学部順応医学研調『

新進食糧工業㈱

新東京フレツクス㈱

十條キンバリー

㈱ターンロツフ

第一化学薬品㈱

大正製薬㈱

泰東製綱㈱

大日本除虫菊㈱

平良三郎

高木産業㈱

高橋亭夫

高橋通子

滝川㈱

武田薬品工業㈱

丹部節雄

(な）

ナト リ食品阪売㈱

中岡久

中里海産㈱

長瀬産業㈱

㈱永谷園本舗

㈱中村商会

名古屋溪稜会・蒲郡山の会

合|司ヒマラヤ登山隊

(ち）

チノン

千歳ゴムエ業㈱(す）

スズキ自動車工業㈱

㈱スズキ自販東京

㈱スタック大倉

水地征夫

杉本忠男

㈲鈴木酒造場

鈴木孝

鈴木正規

鈴木雄一

住金物産㈱

諏訪新雪荘

(つ）

月星化成㈱

土谷食品㈱

土谷正伸

堤信夫

(に）

ニチレイスポーツ㈱

ニツカウヰスキー㈱

㈱新島電機

日清製紛㈱

日清製油㈱

日東電気工業㈱

日本オリベッティ㈱

細日本缶詰協会

日本計量機器工業連合会

日本紅茶㈱

日本光学工業㈱

日本ゴムエ業会

拙日本山岳協会

日本食肉缶詰工業協

日本醤油協会

日本専売公社

日本タツパーゥェァー㈱

日本通運㈱

(て）

デイ ツク家庭機器㈱

㈱寺岡精工所

(と）

㈱トーモク

トモミツ縫工㈲

㈱東亜計機製作所

土居正勝

東京カリントウ㈱

東京昆布海藻㈱

東京芝浦電気㈱

東京都山岳連盟

㈱東信化工

東洋水産㈱

㈱東北アヲタヤ

(せ）

精糖工業会

積水化学工業㈱

全国珍味商工業協同組合連合会

全国農業協同組合連合会

(た）

タィホーエ業㈱

㈱タジマ屋製菓

ターター

タﾞヅクス

23



日本ポラロイド㈱

ヨ本ポリエチレン

製品工業連合会

任天堂㈱

㈱にんべん

㈱不二屋 文部省

(へ）

ベンガル湾同盟
(や）

ヤマカノ醸造㈱

ヤマサ醤油梯

柳沢須佐男

矢野郁雄

山幸

山崎製パン㈱

山下マーク㈱

㈱大和酸器

大和製衡㈱

山本光学㈱

(ほ）

星野通明

細貝栄

㈱細木商店

北海道農業乳業㈱

ほてい缶詰㈱

(ね）

ネパール王国観光省

(は）

ハウス食品工業㈱

㈱パロマ

橋本フーズ㈱

橋本龍太郎

㈱服部時計店

花咲洋

(ま）

松下住設機器㈱

松下電池工業㈱

松本正城

梯丸三玉木屋

丸菱食品㈱

(ゆ）

雪印乳業㈱

(ひ）

ヒガシマル醤油㈱

ピース金物本舗

ヒット ・ユニオン㈱

東日本ハム㈱

聖酒造㈱

㈲日高食品工業所

日立熱器具㈱

日立マクセル㈱

檜山隆

(よ）

横井醸造工業㈱

横田正利(み）

ミドリ安全㈱

ミャコスボーツ㈱

水野勉

三菱商事㈱

三菱製紙㈱

緑川恭子

宮坂醸造㈱

明星食品㈱

(わ）

若林㈱

(ら）
ザ

ランシャン。 '<ツタチャリァ

(り）

リーベルマン・ウエル

シユリー&CO,SA

リンナイ㈱

理研ビタミン㈱

(ふ）

㈱フカサワ

フ・リジストン液化ガス㈱

う．リジストンサイクル㈱

㈱フリードフーズ

藤江幾太郎

富士工器㈱

不二紙工㈱

富士食糧㈱

富士写真フィルム㈱

藤森工業㈱

(め）

㈱明工社

明治製菓㈱

明治乳業㈱

ｐ
ｐ

Ｊ

㈱
㈱

ろく
(む）

村岡食品工業㈱

寺

トア言●

一
プ
ー
プ

ツ
ツ

(も）

㈱桃屋

森永製菓㈱

(わ）

若尾義男
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派遣団体’ 編集後記
’

隊名

（英文）

日‘仁カンチェンジュンカ学術遠征隊

TIUDJAPANESEKANGCHINJUNGA

EXPEDITION

し長い間夢にみていた8500加の縦走は、厳しく

も楽しいものであった。総［て言えばこのフロシ

ェクトの核心は「／､」であったと云っても過言で

はあるまい。

シ隊員のうち7人かポストモンスーンに、それぞ

れのエクスベティシヨンに参加することになって

いる。その為お､世話に戒った多くの皆様へのと挨

拶にもほんの限られたメンバーかお伺いすること

になった。隊の行動を一日も早く報告する,必要と

なり本{喝:の発行となった。

伝願わくば本プロジェクトの「越えなければなら

ない8000柳｣の頁の意味を理解して参Imjしたメン

バーの多くかヒーマラヤで大きく羽ばたく日か来る

ことを期待したい｡ ( l l l森）
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